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成　果
■ なぜ地域材の利用が大事なのか
　地域材の利用は、地域の林業活性化や、木材生産から加工、
消費までを含んだ経済波及効果、そして生産地から消費地
までの輸送エネルギーが少ないことによる低炭素化といっ
た多くの利点があります。地域材利用の担い手として、木
造住宅の建築を手掛ける中小工務店は重要な役割を有して
います。そこで、工務店が地域材をどれだけ利用している
のか、工務店や施主が地域材にどういった評価をしている
のかを明らかにし、地域材利用の促進に向けた方策を検討
しました。

■ 地域材の利用状況と地域材に対する印象
　地域材を多く使う宮崎県、他県で生産された国産材を多く
使う福岡県、そして外国産材を多く使っている広島県の工務
店を対象にアンケート調査を行いました（図１）。
　外国産材、国産材、地域材それぞれに対し、工務店が持って
いる印象には違いがありました。外国産材は、品質の安定性
と価格の安さ、調達の容易さが評価され、特に外国産材が多く
流通する地域ではこれらの点が高い評価を得ていました。一方、
競合他社との差別化や地産地消の推進、イメージの良さといっ
た感性的な面の評価が低い特徴がありました。国産材は、品
質の高さとイメージの良さが評価される一方、価格面の評価
は高くありませんでした。地域材は、いずれの地域でも感性
的な面と住宅建築への補助金の期待が高く評価されていまし
た。しかし、地域材が多く流通している地域では、価格と品質、
調達面も高く評価される一方、競合他社との差別化について
は比較的低い評価となっていました（図2）。
　地域によって、工務店が利用する部材の産地も異なってい
ました。地域材で作られた部材の利用率は、宮崎県が最も高く、
最も低いのは広島県でした。一方、外国産材の利用率が最も
高いのは広島県でした。このように、その地域で多く入荷し
ている素材を加工した部材を工務店が多く使用していること
も確認できました（図3）。

地域材の利用促進に向けて
−中小木造住宅工務店の利用実態から得たヒント−
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■ 地域材をもっと利用するために
　地域材の利用が進んでいない地域において、どのように利
用を促進していけば良いのでしょうか。まず、中小工務店は
地域で多く流通している素材を加工した部材を使用してい
ることから、工務店が地域材を調達しやすくなるように、地
域材をより多く供給・加工する体制を整えることが大切です。
そして、地域材は感性的な面で施主のニーズに応えやすいと
いう長所を活かしながら、品質面と価格面での優位性を高め、
施主が安心して地域材を使うことができるようにしていく
ことが、地域材利用の促進につながる可能性があることが分
かりました。
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専門用語
地域材： 地域材に明確な定義はありませんが、一般的には地産地消
の考え方にもとづいて、当該地域で生産された素材と理解されてい
ます。地方自治体による地域材利用促進の施策では、その目的や地
域の実情に応じて地域材が定義されており、その「地域」の範囲は県
内であったり市町村であったりと様々です。

小木造住宅工務店の地域材利用率と、工務店や施主の地域材に対する評価を明らかにし、地域材利用の促進に向け
た方策を検討しました。その結果、工務店は、その地域で流通している素材で作られた部材を使用する傾向が高い

ことから、工務店が地域材をより調達しやすくなるように、地域材を多く供給する体制を整えることの重要性が示され
ました。そして、地域材はイメージが良い等の感性的な面で施主のニーズに応えやすいことから、品質面と価格面での
優位性を高め、施主が安心して地域材を使うことができるようにしていくことが地域材利用の促進につながる可能性が
あることが分かりました。
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図3　工務店の地域材利用率と地域の自県材入荷率との関係

図1　各都道府県に入荷される素材の産地と調査対象地の特徴

図2　工務店の地域材の評価
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